
どちらかといえば通信系の付加価値商材

として注目されてきたVoIPに、コンピュー

ター側から発信された新しい概念が持ち

込まれようとしている。インターネットの

標準化団体IETFが規格化を進めているプ

ロトコル「SIP」（Session Initiation 

Protocol）だ。�

実装の容易さやWebアプリケーションと

の連携といった特徴から、従来にないコミュ

ニケーションの付加価値化も期待されて

いる。何よりの話題は、マイクロソフトの

新OS「WindowsXP」がSIPをサポート

し、端末側の利用環境が一気に広がったこ

とだ。�

電話によって築かれてきた音声通信の世

界を、SIPはどのように変えていくのか――。�

パート1で、WindowsXPの登場がもた

らす市場へのインパクトを、キャリアの

VoIPサービスの変化とともに検証してい

く。パート2では、ネットワーク機器メーカー

のSIPに対する取り組みと今後のネットワー

クビジネスの変化を追う。パート3では、日

本ルーセント・テクノロジーの安田欣只氏

にSIPのテクノロジーについて解説して

いただく。                         （本誌・伊藤秀樹）�

特集�
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上で稼働するアプリケーションも

Web、電子メールをはじめ、チャッ

トやインスタントメッセージ、さらに

は音声とビデオを活用したインターネ

ット電話等、多方面へ拡大している。

これらの多様なコミュニケーションサ

ービスを統合することで、ユーザーが

求める効率的なコミュニケーションが

実現される。もちろん、ベンダー側に

とっても新しいビジネスが創造される

ことになる。

こうした各種インターネットサービ

スを統合するための主要なプラットホ

ームとなるものがWindowsXPであ

り、それを実現するためのテクノロジ

ーとして選択されたのがSIPなのであ

る。

マイクロソフト・コンサルティング

本部、プリンシパルコンサルタントの

安田貴亮氏は、「私どもが推進する進

化したリアルタイムコミュニケーショ

ンを実現していくうえで、これまで広

く使われてきたプロトコルのH.323で

は処理負荷の問題などいくつかの解決

すべき課題があった。そうした課題を

解決するプロトコルがSIPだった」と

いう。

PC同士の通話は無料に

先述した通り、WindowsXPにおい

て実現されるマルチメディア通信の中

核をなすWindows Messengerは、多

様なマルチメディアサービスのリアル

タイムコミュニケーションを可能とす

るツールだ。では、具体的にどのよう

ダーは問わない。費用も契約プロバイ

ダーに支払っているインターネット接

続料のみで、通話料はかからない。

次に②のケースをみていこう。ユー

ザーはPC側から通常の電話と同じよ

うに相手先にコールする。ここではイ

ンターネットから、マイクロソフトが

提携しているキャリアやISPのIP網へ

受け渡され、ゲートウエー装置等を介

して一般公衆網へ送り出され、相手先

の電話へつなげられる。日本では、イ

ー・アクセスがマイクロソフトとの提

携により同形態の通話サービスを展開

していくことを表明しており、月額基

本料350～400円、3分10円～15円の

通話料を予定している。

これまでもインターネットを介した

「PCtoPhone」型のIP電話サービスは

にしてサービスが実現されるのか。音

声通信のケースを例にとってみていこ

う。

Windows Messengerでは、①パソ

コン同士による音声通信と、②パソコ

ンと加入電話間での音声通話を可能と

している。

まず、①の場合、Windows Mes-

senger用の管理サーバーに事前にユ

ーザープロファイルを登録する。ユー

ザーは通話を行う際に、Windows

Messengerサーバーへアクセス、画

面上に表示されたリストを参照し接続

したい相手がネットワークに参加して

いることを確認する。通話したい相手

がオンラインの状態であれば、ソフト

ホンを立ち上げ通話を開始する。その

際にユーザーが契約しているプロバイ

MSN
the Microsoft Network:マイクロソフト社が提
供するインターネット接続サービス。ポータ
ルサイトサービスも提供しており、当初は独
自のブラウザを用いた会員限定のサービスだ
ったが、現在では一般ユーザーに開放、ニュ
ースや無料メールサービス等が用意されてい
る

特集

音声ワールドの常識を覆す
SIPの正体
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2 001年11月16日、日本でマイクロソフト社の新OS「WindowsXP」

が発売された。秋葉原をはじめとした

各地の電気街では深夜零時からの店頭

販売が多くの店舗で行われ、華やかな

イベントも催された。

そして、次世代OSに対するPCメー

カーやベンダー、一般ユーザーの期待

は大きく、ワールドワイドでリリース

からわずか2週間の間に700万本以上

のライセンスの販売を実現している。

実は、このWindowsXP登場のイン

パクトは、コンピューターの世界だけ

に及ぶものではない。通信ビジネスに

携わるものにとっても、その将来を大

ているのがSIPなのである。

これまでも、SIPは次世代VoIPサ

ービスを実現するプロトコルとしてメ

ーカー、ベンダー各社から少なからず

注目を浴びていた。しかし、今回、企

業でも、個人ユーザーにおいても圧倒

的なシェアを持つWindowsOSに搭載

されたことによって、急速にクローズ

アップされ始めてきたのだ。

そもそもマイクロソフトが新OSに

おいてSIPを採用した狙いはどこにあ

るのか。

同社では2000年6月、新たなビジネ

ス戦略として「.NET」（ドットネッ

ト）を打ち出した。これは、コンピュ

ーティングとインターネットを融合す

ることで、次世代のインターネット環

境を構築するというものだ。具体的に

は、インターネットをすべてのインフ

ラとし、XMLを利用することで複数

のOSやアプリケーションなどをそれ

ぞれのプラットホームの形態に関係な

く相互に連携させるとともに、接続す

るデバイスを選ばない形を取りなが

ら、分散環境を構築していくというコ

ンセプトである。

今回のWindowsXPにおけるSIP対

応は、その「.NET戦略」を実現する

ための重要な施策の1つといえる。

インターネットの進化に伴い、その

きく変貌させるかもしれない可能性を

秘めているのだ。

理由は、インターネットの標準化団

体IETFが規格化している次世代マル

チメディアプロトコル「SIP（Session

Initiation Protocol）」を実装した点に

ある。

WindowsXPには、音声、ビデオ、

アプリケーションシェアリング等、マ

ルチメディアサービスによるリアルタ

イムコミュニケーションを可能とする

ソフトフォン＋インスタントメッセー

ジング統合アプリケーション「Win-

dows Messenger」が搭載されている

が、その通信テクノロジーの核となっ

XML
eXtensible Markup Language:
W3Cによって正式に勧告された、SGMLと同
じく文書の構造を記述する言語。ユーザーが
独自のタグを定義することができるなど、機
能を拡張させ、HTMLの欠点を改善させた。
XMLはWeb活用を目的に規格の標準化が進め
られている

H.323
インターネットやLANを利用したテレビ会議
システム等の国際標準規格。ITU-T（国際電気
通信連合電気通信標準化部門）で規定。音声
と動画像、データ通信の送受信方法やシグナ
リングの方式を規定している

XP登場で一気に広がるIP電話環境
既存網からトラフィック大量流出か?

Presence Based 
Session Management

インスタント
メッセージ�

IP
Telephony

データ
コラボレーション�

カンファレンス�

電話サービス�

Voice Mail
IVR

Web
コールセンター�

ユニファイド
メッセージング

Speech

マイクロソフトが目指す新しいコミュニケーションサービス

WindowsMessengerを使ったIP電話サービス利用のイメージ

WindowsMessengerを立ち上げて、Voic-
eServiceへのサインアップを行う。続い
て、PC画面上にユーザーが利用可能な
ITSPへのサインアップ画面が表示される
ので、任意のITSPのサービスを選択する


